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－ はじめに － 

 

本財団では、ＪＫＡ補助事業の透明性、効率性を確保するとともに、ＪＫＡ補助事業の更なる向

上を図るため、外部の学識経験者及び有識者からなる機械振興補助事業審査・評価委員会及

び公益事業振興補助事業審査・評価委員会（以下「審査・評価委員会」という。）を設置して、ＪＫ

Ａ補助事業の評価を行い、その結果を公表することとしています。 

補助事業者には、補助事業完了後、事業の実施状況及び「事前計画」で設定した指標及び

目標値等の達成状況を「自己評価書」により自ら確認・評価していただきます。 

「自己評価」では、事業の実施結果、成果の測定・確認にとどまらず、その要因 （なぜ事業を

うまく実施できたのか、あるいは何が問題で計画通りに事業実施ができなかったのか。）も併せ

て確認・分析することで、事業の課題等がより明確になりますので、自己評価を行った結果を補

助事業者自らの今後の事業の改善等に役立てていただければ幸いです。 

 本財団は、補助事業者の「自己評価」をもとに、ＪＫＡ補助事業の評価を行い、JKA補助事業

全体の改善、向上に役立てます。  

  

○ 「自己評価」は、後述のとおり「事前計画／自己評価書」等により行っていただきますが、

「事前計画／自己評価書」に記入された内容は、補助事業改善のための統計資料等に使用

するとともに、評価結果は公表の対象となりますので、作成にあたっては、次の各点にご留

意ください。 

・ 内容を簡潔かつ明確に、過不足なく記入するようにしてください。 

・ 専門用語、業界用語の使用を避け、わかり易い言葉を使用し、初めて読む方にも理解し

易い説明、文章を心がけてください。 

○ 成果の広報について 

補助事業者自ら、補助事業の成果について十分な広報に努めるとともに、ＪＫＡが行う補助

事業の成果発表（審査・評価委員会等におけるプレゼンテーション、パンフレット掲載等）や

補助事業アンケートへの回答等、成果の広報にご協力くださいますよう、お願いいたしま

す。 

 

問い合わせ先    公益財団法人 ＪＫＡ   

補助事業部 補助事業統括課 

  〒108 - 8206 東京都港区港南一丁目2番70号 

                        品川シーズンテラス25階 

電話番号 直通 03 – 4226 - 3505 

問い合わせ時間 平日の 9時30分  から  12時まで 

   13時      から  17時30分まで 

 ＵＲＬ https://hojo.keirin-autorace.or.jp 

Email m2023hyoka@keirin-autorace.or.jp（22002233年年度度機機械械振振興興補補助助事事業業専専用用） 

p2023hyoka@keirin-autorace.or.jp（22002233年年度度公公益益事事業業振振興興補補助助事事業業専専用用） 
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ⅠⅠ  ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業のの評評価価ににつついいてて  
 
１１．．目目的的  

ＪＫＡ補助事業の評価は、個々の補助事業者が補助方針に沿って行う事業や活動に対し

て、その補助事業の内容の結果・成果を検証し、補助事業の改善と発展を目指します。ま

た、評価結果をとりまとめて公表することにより、社会的な説明責任を果たす一助としま

す。 

 

２２．．実実施施方方法法  

下に示す「木」の評価と「森」の評価の２つの枠組みで評価を行い、それぞれにＰＤＣ

Ａサイクル※を回すことにより補助事業全体の向上を図ります。 

 

１１  木木 のの 評評 価価 

個々の補助事業者が、あらかじめ定めた事前計画を事業完了時にどの程度

実現できたか、また、その促進・阻害要因を把握し、目標達成状況等を自

ら評価するものです。 

２２  事事務務局局評評価価  
ＪＫＡが、木の評価（事前計画／自己評価書の内容）等をもとに、事業の

達成状況や広報状況を評価するものです。 

３３  森森 のの 評評 価価  
木の評価及び事務局評価をもとに、事業分野を取り巻く課題の整理・検証

を行い、ＪＫＡ補助事業の改善と発展を目指すための評価です。 

 
※ ＰＤＣＡサイクルとは？ 

計画（PPlan）→実行（DDo）→評価（CCheck）→改善（AAct）のステップを繰り返すことによっ

て、継続的な業務改善を推進するマネジメント手法です。 

 

 

JJ

　　

補補助助事事業業のの
計計画画

      「「JJKKAA補補助助事事業業全全体体」」ののPPDDCCAAササイイククルル  

補補助助事事業業のの
選選定定

補補助助事事業業のの実実施施 「「個個々々のの補補助助事事業業」」ののPPDDCCAAササイイククルル

事前計画

補補助助事事業業実実施施
事事業業内内容容のの

見見直直しし
補補助助方方針針のの

見見直直しし

自己評価

木木
のの
評評
価価 森森

のの
評評
価価

個個々々のの補補助助事事業業

のの評評価価

PDCAを実施する主体

補助事業者

JKA

審査・評価委員会

凡凡例例
補助事業者

ＪＫＡ

審査・評価委員会

D

CC

DD

PP

AA

１

３

JJKKAA補補助助事事業業

全全体体のの評評価価

C

補補助助方方針針のの

見見直直しし

A

補補助助事事業業のの

選選定定

P

事事務務局局評評価価

２
審審査査・・評評価価委委員員会会
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ⅡⅡ  ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業評評価価全全体体のの流流れれ  
  

 

 

補補助助事事業業者者のの実実施施事事項項 ＪＫＡ事務局の実施事項 審査・評価委員会

― 凡例 －

自自己己評評価価（（1回回目目）） ＪＫＡ評価

（個々の補助事業評価）

ＪＫＡ補助事業の

評価・審議・承認
自自己己評評価価（（2回回目目））

補助方針審議

事務局評価

事業完了から一定期間経過後

の成果・効果を含む、

ＪＫＡ補助事業全体の

評価のとりまとめ

評価結果の

公表

補助方針

案策定

個々の補助事業の評価

ＪＫＡ補助事業全体の評価

・事業完了後、「実施結果」及び

「成果」を確認し、自己評価書

（4/5～5/5）を作成してください。

・機器や車両等の整備事業に

ついては、完了報告を行うま

での期間における利用状況

も報告してください。

→事前計画/自己評価書（４/５）

（３）事業の成果・波及 へ記入。

・事業完了後一定期間経過して

発現する「成果」を確認し、

自己評価書（2回目様式）を

作成してください。

・機器や車両等の整備事業に

ついては、２回目の自己評価

の一部として導入後の利用

状況等の調査も行います。

※利用状況についての詳細は

P.26参照。

CC

CC

CC

AA

１ ２

３

１

３ CC

ＪＫＡ補助事業全体の

評価のとりまとめ

ＪＫＡ補助事業の

評価・審議・承認

評価結果の

公表
補助方針

案策定
補助方針審議

３ ３CC CC

AA
一一
定定
期期
間間
経経
過過
後後

補補助助事事業業完完了了後後
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ⅢⅢ  自自己己評評価価のの実実施施  

１１．．自自己己評評価価のの流流れれ  

 

                      ・自己評価は、捉えるべきポイントに合わせて、２２回回  

実実施施していただきます。 

※１回目と２回目は実施内容、提出時期が異なります。 

（詳細は P.5～6 を参照） 

 

・交付誓約時に提出された「事前計画／自己評価書」

（１／５）～（３／５①②）記載の事前計画をもとに、１

回目、２回目それぞれの評価様式に、評価結果を

記入してください。 

 

・電子メールにて、提出してください。 

 （１回目については、補助事業の完了報告書(＊)に

も添付してください。） 

※１回目と２回目は提出先が異なります。ご注意ください。 

(＊)完了報告書の詳細については、各事務手続要領を参照

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自己評価の実施 

自己評価書の作成 

自己評価結果の提出 

*** 自己評価実施にあたっての注意事項 *** 

１．「事前計画」との対比 

「事前計画」と実際の事業の実施状況を対比して、自己評価を実施してください。 

やむを得ず、交付誓約後に事業計画を変更した場合は、別に提出した「事前計画/自己

評価書（３／５①②）計画変更用」と対比してください。 

２．達成状況の記載方法 

目標値、達成値を数値ではなく文章で表した場合においても、その達成状況はパーセンテ

ージで記入してください。 

３．採点欄のある評価項目 

採点欄のある評価項目は、各各人人のの主主観観でで採採点点すするるののででははななくく、P27、28 の［［２０２３年度 JKA

補助事業「「自自己己評評価価ススココアアリリンンググガガイイドド」」］］をを基基準準にに採採点点してください。 

４．評価体制 

評価は、補助事業に係わる特定の担当者や組織だけではなく、なるべく利用者や参加者

などの幅広い受益者、外部の第三者なども加わって行われることが望まれます。 

※「評価委員会」が組織されることがより望ましいです。 

特定の関係者のみで自己評価を実施しなければならない場合でも、それ以外の関係者に

対して、ヒアリングやアンケートを実施するなど、信頼できる自己評価に努めてください。 

５．評価過程の記録 

評価にあたっては、議事録の作成、アンケート結果を集計する等、評価過程を必ず記録し

てください。（自己評価結果の提出の際には、この記録も併せて提出してください。） 
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２２．．自自己己評評価価（（１１回回目目））ににつついいてて  

 

≪※１≫ ・「事前計画／自己評価書」（４／５）・（５／５）は「補助事業の完了報告書」の一部となりま

す。ＪＫＡ補助事業ホームページ内、『事務手続要領・提出書類』の各事業分野の『完了

報告書』より、様式（Excel ファイル）をダウンロードしてください。その際、必ず２０２３年度

の様式をダウンロードするよう注意してください。 

・複複数数のの事事業業項項目目かからら構構成成さされれるる事事業業をを実実施施ししたた場場合合はは、、事事業業項項目目ごごととにに作作成成ししててくくだだささ

いい。。 

 

≪※２≫ ・「事前計画／自己評価書」（１／５）～（３／５①②）は、交交付付誓誓約約時時に作成した書類です。 

・交付誓約後に事業計画を変更した場合は、別に提出した「事前計画／自己評価書（３／

５①②）計画変更用」も併せて提出してください。 

 

≪※３≫ ・１回目の評価結果は Excel ファイルをＥメールに添付して提出するほか、プリントアウトした

ものを「補助事業の完了報告書」に添付して提出してください。 

 

   

自自己己評評価価（（１１回回目目））  全事業共通  

自
己
評
価
の
実
施 

自
己
評
価
書
の
作
成 

評価時期 事業完了後 

評価内容 

① 補助事業の実施状況、実施結果及び成果※（改善効果等）を確認

し、事事前前計計画画とと対対比比ししてて評評価価する。 

  ※事業完了後、完了報告を行うまでの期間に発生した成果 

② 事事業業のの促促進進・・阻阻害害要要因因のの分分析析を行う。 

評価様式 事前計画／自己評価書（４／５）・（５／５） ≪※１≫ 

自
己
評
価
結
果
の
提
出 

提出時期 事業完了後 2 ヶ月以内 （完了報告書提出時期と同様） 

提出書類 

・事前計画／自己評価書(１／５)～（３／５①②）Excel ファイル 

≪※２≫ 

・事前計画／自己評価書(４／５)・（５／５）Excel ファイル 

・評価過程の記録 

提出方法 Ｅメール・郵送 ≪※３≫ 

提出先 補助事業課    各担当者  
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３３．．自自己己評評価価（（２２回回目目））ににつついいてて  

事業形態「D 補修」に該当する事業は、2 回目の自己評価は行いません。 

（※） ２回目自己評価の内容についての詳細は、P.25～26 を参照してください。 

※※送送信信先先  補助事業統括課 ２０２３年度補助事業評価担当 

 

（機 械 振 興 補 助 事 業 専 用） m2023hyoka@keirin-autorace.or.jp 

（公益事業振興補助事業専用） p2023hyoka@keirin-autorace.or.jp 

  

自自己己評評価価（（２２回回目目））  事業形態別 

【事業形態】 【事業分野】 【評価・提出時期】   【実施内容】（※） 

福祉車両

の整備 
＊＊福祉車両（公益） 2024 年 8 月頃 ・評価内容については、 

評価様式をご覧ください。 

 

・評価様式（Excel ファイル）

は、ＪＫＡ補助事業ホームペ

ージよりダウンロードしてく

ださい。 

 

・計画変更の承認を受け、

完了時期を延期した事業

については、評価時期が 

異なる場合があります。 

事業完了後、個別にご案

内いたします。 

 

・提出方法は評価過程の記

録とともに、下記送送信信先先※※

まで、Excel ファイルを E メ

ールに添付して送信してく

ださい。 

 

・＊の事業分野については、

２回目の自己評価の一部と

して利用状況を伺いますの

で、月ごとの利用状況を確

認しておいてください。 

機器 ・ 

検診車 

の整備 

＊＊公設[機械設備]（機械） 

＊＊検診車（公益） 
2025 年 4 月頃 

＊＊医療機器（機械） 

＊＊福祉機器（機械） 

＊＊授産機器（公益） 

2025 年 1 月頃 

建築 ＊＊建築（公益） 2025 年 1 月頃 

調 査 ･ 分

析・研究

開発 

(研究補助) 

単年度研究 

（機械・公益） 
2025 年 3～4 月 

複数年度研究（機械） 2026 年 3～4 月 

調査 ・ 分

析・研究

開発 

振興事業（機械） 

 

公設[人材育成・共同研究]

（機械） 

 

事業費(公益) 

 

新世紀未来創造プロジ

ェクト（公益） 

 

復興支援（公益） 

2025 年 3～6 月 
イベント

開催 

事業・ 

サービス 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｅ 

メールアドレス 

Ｆ 

Ｇ 
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ⅣⅣ自自己己評評価価書書のの記記入入ににああたたっってて  

 

次ページから自己評価書の記入例や作成にあたっての注意事項等があります。 

  １１．．自自己己評評価価（（１１回回目目））    

交付誓約時に作成した「「事事前前計計画画//自自己己評評価価書書」」（（22//55～～33//55））のの事事前前計計画画をを振振りり返返りり、自己

評価を実施し、ダウンロードした様式「事前計画/自己評価書」（4/5～5/5）に記入してくださ

い。 

※（4/5）については記入の際の注意事項、記入例等を事業形態別に記載しています。（P.11～22） 

※（5/5）事業の促進・阻害要因の自己分析は、全事業共通です。（P.23～24） 

  

  ２２．．自自己己評評価価（（２２回回目目））    

ダウンロードした様式「自己評価書（２回目）」にそって、記入してください。 

 

 ※Ａ 福祉車両、Ｂ 機器・検診車、Ｃ 建築の事業については、月ごとの利用状況を確認しておい

てください。（P.26） 

 ※様式は事業分野ごとに異なりますので、ダウンロードする際は、ご注意ください。 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １回目 自己評価  

１．自己評価書（１回目）記入にあたって         ９～１０ページ 

事業形態別【事前計画／自己評価書（4/5）】記入例・注意事項 

◆Ａ 福祉車両の整備／Ｂ 機器・検診車の整備  １１～１２ページ 
◆Ｃ 建築／Ｄ 補修                          １３～１４ページ 
◆Ｅ 調査・分析・研究開発（研究補助）     １５～１６ページ 
◆Ｅ 調査・分析・研究開発             １７～１８ページ 
◆Ｆ イベント開催               １９～２０ページ 
◆Ｇ 事業・サービス                        ２１～２２ページ 

【事前計画／自己評価書（5/5）】記入例・注意事項 

全事業共通                              ２３～２４ページ 
 
 
 ２回目 自己評価  

 ２． 自己評価書（２回目）記入にあたって        ２５～２６ページ 
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１１．．自自己己評評価価書書（（１１回回目目））  記記入入ににああたたっってて  

 

交交付付誓誓約約時時にに提提出出のの事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５①①②②））及及びび（（２２／／５５））をを

振振りり返返りり、、自自己己評評価価をを実実施施しし、、（（４４／／５５））・・（（５５／／５５））をを作作成成ししててくくだだささいい。。  
 
※自己評価時には、「要望申請」時のものではなく、「交付誓約」時の内容を振り返ってください。 

 

44..補補助助事事業業のの事事前前計計画画

[ ]

継続の必要
性

（もしくは
事業の新規性）

毎年継続して開催している講習会であるが、○○○に関する法改正、取り巻く環境の変化や社会
情勢など、最新の情報を伝え共有することを目的としているため、継続して開催していくことは
重要であると考える。

事業の発展
性

講習会参加者が、講習会で得た知識や技術を実践することにより、地域や施設における療育の質
が向上する。また、講習会で得た知識や技術を施設の他の職員に伝え共有することにより、さら
に地域や施設における療育の質が向上する。

実施
計画 実施

場所

準備委員会は法人本部で開催
講習会　仙台…○○○会館（予定）　東京…○○○センター（予定）
名古屋…○○○大学（予定）　　広島…○○○ビル（予定）
福岡…○○○大学（予定）

予算
等 【スケジュール】別添1：補助事業の概要のとおり　【予算】事業経費比較表のとおり

【事業の完了時期】 2024年3月31日

(1)受益者
（ニーズ）

直接的受益者は、○○○専門職の○○○○○士や○○○指導員等、全国の○○○施設の職員。間
接的受益者は、全国○○○○人の施設及び地域で在宅生活する○○○○。

事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（３３//５５　　①①））別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業 ２２００２２３３年年度度

補
助
事
業
の
結
果
・
成
果
に
よ
り
、

補
助
事
業
の
目
的
達
成
を
図
り
ま
す
。

事
業
終
了
後
に
自
己
評
価

(

４
／
５
～

５
／
５

)

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

補補助助事事業業

(2)事業内容

実施体制

当法人事務局と○○○大学とで連携し、講習会の講師となる○○○専門家3名も含めたメンバー
10名で、〇〇年度○○○○講習会準備委員会を設置し、講習会の内容の検討等を行う。講習会当
日は、当法人事務局スタッフ4名及び学生ボランティア4名で対応する。

全国の○○○専門職の○○○○○士や○○○指導員等、全国の○○○施設の職員が参加する講習
会を「〇〇〇〇」をテーマとして行い、新たな知識の習得や技術の向上を図る。

・〇〇年度○○○○講習会準備委員会を設置し、講習会のテキストを作成。
・〇〇年9月～〇〇年1月にかけ、全国５ヵ所（仙台、東京、名古屋、広島、福岡）で、１回2日
間を2回ずつ、○○専門の講師による○○○○講習会を開催。（講習会の内容は各回同じ）

この記載内容に対して、計画どおり（狙いどおり）の受益者であったか、また、実際の受益者等

について 「「 自自己己評評価価書書（（4/5）） （（１１））受受益益者者（（ニニーーズズ）） 」」 欄 へ記入してください。

※車両・機器の整備、建築、研究補助については２回目の自己評価時に評価してください。

この記載内容に対して、計画どおりの事業内容だったか、また、実際に実施した事業内容等を

「「 自自己己評評価価書書（（4/5）） （（２２））事事業業内内容容」」 欄 へ記入してください。

この記載内容に対して、実際に継続の必要性があったかや事業実施後に考える今後の継続

の必要性、もしくは実際にどのような新規性があったか等を

「「 自自己己評評価価書書（（4/5）） （（２２））事事業業内内容容 事事業業のの新新規規性性又又はは継継続続のの必必要要性性 」」 欄へ記入してください。

※車両・機器の整備、建築、研究補助については２回目の自己評価時に評価してください。

※事業の発展性についての評価は、２回目の自己評価時に行ってください。

この記載内容に対して、計画どおりの体制で実施できたか、また、実際の実施体制等を

「「 自自己己評評価価書書（（4/5）） （（２２））事事業業内内容容 実実施施計計画画・・体体制制」」 欄 へ記入してください。
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((22))補補助助事事業業のの直直接接的的なな目目的的
　補助事業の結果(アウトプット)、成果(アウトカム)の直接的な効果により、達成を目指す、補助事業の直接的な目的を記入し
てください。

補補助助事事業業のの直直接接的的なな目目的的

○○○○の向上のためには、この業界に従事している専門職の知識や技能のレベルアップが必要である。○○○○
講習会を開催することによって、参加者が知識や技能及び最新情報を学ぶことができ、その結果、参加者の専門知
識や技能が磨かれ、今後の○○○○の発展が期待できる。

別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業 22002233年年度度 事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（２２//５５））

この記載内容を踏まえた事業全体についての意見・所感を

「「 自自己己評評価価書書（（4/5）） （（b））総総合合評評価価 （（１１））事事業業全全体体ににつついいててのの意意見見・・所所感感 」」欄 へ記入してください。

 

44..補補助助事事業業のの事事前前計計画画

事
業
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了
後
に
自
己
評
価

(

４
／
５
～

５
／
５

)

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

補補助助事事業業

(3)
達成
目標

[指標] [目標値] [具体的内容]

事業の
実施
結果

開催回数
参加者数

各地域2回ずつ
1回平均30人

全国の○○○施設専門職数の規模から見込んだ人数。

1．2回
2．2回
3．11回

1～3.
上記の全てで、当該事業は競輪の補助金を受けて実施
したものである旨を明記する。

(5)自己評価
の体制

講習会終了後、参加者にアンケートを行い、外部有識者も参加する評価委員会において補助事業につ
いての評価を行う。
講習会についての評価結果は、年度報告書に記載する。

(4)
情報
発信

[指標]

事業の
成果・
波及

参加者の満足度 80% 講座終了後にアンケートを実施し、前年度実績(75%)を
超える評価を得る。

補
助
事
業
の
結
果
・
成
果
に
よ
り
、

補
助
事
業
の
目
的
達
成
を
図
り
ま
す
。

[目標値] [具体的内容]

事業の
実施
結果

1．業界紙掲載回数
2．法人機関誌
　 掲載回数
3．法人HP掲載回数

1．2回
2．2回
3．11回

1．講習会開催前に告知をし、全講習会開催後は結果を
掲載する。
2．講習会開催前に告知をし、全講習会開催後は結果を
掲載する。
3．講習会開催前に告知をし、開催後は各回毎に結果を
掲載する。

競輪・
オート
レース
補助金
による
事業で
あるこ

と

1．業界紙掲載回数
2．法人機関誌
　 掲載回数
3．法人HP掲載回数

事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（３３//５５　　②②））別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業 22002233年年度度

この記載内容に対して、事業の実施結果の達成値、達成状況、具体的内容を

「「自自己己評評価価書書（（4/5）） （（３３））達達成成目目標標 事事業業のの実実施施結結果果」」欄 へ記入してください。

この記載内容に対して、事業の成果・波及の達成値、達成状況、具体的内容について

「「自自己己評評価価書書（（4/5）） （（３３））達達成成目目標標 事事業業のの成成果果・・波波及及」」欄 へ記入してください。

この記載内容に対して、情報発信（対外的な広報等）の実際の達成値、達成状況、具体的内容を

「「自自己己評評価価書書（（4/5）） （（４４））情情報報発発信信 事事業業のの実実施施結結果果」」欄 へ記入してください。

この記載内容に対して、この事業が競輪・ｵｰﾄﾚｰｽ補助金による事業であることの情報発信（対外的な広

報等）を実際に行った達成値、達成状況、具体的内容について

「「自自己己評評価価書書（（4/5）） （（４４））情情報報発発信信 競競輪輪・・ｵｵｰーﾄﾄﾚﾚｰーｽｽ補補助助金金にによよるる事事業業ででああるるこことと」」 欄 へ記入してください。

この記載内容に対して、計画どおりの体制で自己評価が行えたか、また、実際の自己評価の体制につい

て「「自自己己評評価価書書（（4/5）） （（５５））自自己己評評価価のの体体制制 」」欄 へ記入してください。
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事事業業形形態態別別【【事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））】】記記入入例例・・注注意意事事項項  

 ◆◆事事業業形形態態：：  ＡＡ  福福祉祉車車両両のの整整備備、、  ＢＢ  機機器器・・検検診診車車のの整整備備    

右ページの注意事項をご確認のうえ、事前計画／自己評価書（４／５）を記入してください。 

 ※斜字部分は記入例です。 
－ 11 －



 
 
 

 

 

 

 

 

≪注１≫ 項番、総事業項目数、整理番号、補助事業者名、事業項目名を記入してください。 

  ※※事業の種類によって記入する項目が異なります（様式も異なります） 

例：「福祉車両の整備」は、「整理番号」「補助事業者名」のみ記入が必要です。 

（様式にあるのは、この２項目の記入欄のみとなっています） 

 

≪注２≫ 自己評価書作成日と作成者名を記入してください。（※作成日は西西暦暦で記入してください） 

 

≪注３≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成値] について 

   事前計画（３／５②）で設定した目標値と同じ単位で実績値を記入してください。 

 

≪注４≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成状況] について 

事前計画（３／５②）で設定した目標値に対する達成値の割合をパパーーセセンンテテーージジでで  

記記入入してください。 

※※達達成成値値がが数数値値化化ででききなないい場場合合ににももパパーーセセンンテテーージジでで記記入入ししててくくだだささいい。。  

例例１１））  

事前計画（３／５②）の目標値が「2023 年 9 月」であり、達成値も「2023 年 9 月」である場合、予定

どおりの達成状況となるため「100％」となる。 

 

≪注５≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [具体的内容] について 

実績の具体的内容を記入してください。 

また、達成値を数値で表せなかった場合や、やむを得ずスコアリングガイドどおりに採点を 

行わなかった場合等は、その理由を具体的に記入してください。 

 

≪注６≫ [採点] ・ [総合評価点] について 

   P.27、28 のスコアリングガイドをもとに採点してください。 

※事前計画（３／５②）で指標を複数設定した場合は、指標ごとにそれぞれ採点し、それらを 

平均して項目の採点としてください。 

例例２２））  

（４）情報発信 事業の実施結果 [達成状況] 

1. 100％ → ４点 

2. 50％ → １点 

3. 100％ → ４点 

（４点＋１点＋４点）÷３ ＝ ３点 

※割り切れない場合は整数に切り上げてください。 

 

※※交付誓約時に作成した  事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５①①②②））及及びび（（２２／／５５））の

計画・目標に対し、どれだけ達成できたか自己評価を行ってください。  
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事事業業形形態態別別【【事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））】】記記入入例例・・注注意意事事項項  

◆◆事事業業形形態態：：  ＣＣ  建建築築、、  ＤＤ  補補修修   

右ページの注意事項をご確認のうえ、自己評価書（４／５）を記入してください。 

 

＜自己評価１回目＞
整理番号 2023P- ○○○ 補助事業者名 （福）◎◎◎福祉会

別別紙紙　　JJKKAA補補助助事事業業　　　　２２００２２３３年年度度　　事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））

５．補助事業の自己評価 作成日 2024 年 5 月 10 日 作成者 ○○　○○○

（（aa））　　個個別別項項目目評評価価

　　●●個個別別のの評評価価項項目目ににつついいてて、、事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５  ①①・・②②））４４．．事事前前計計画画　　にに対対すするる達達成成状状況況等等をを把把握握しし、、分分析析・・評評価価ししててくくだだささいい。。

(1) 受益者
（ニーズ） ２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

(2) 事業内容
障害者グループホーム（定員　男性4名・女性4名　計8名・木造平屋建て造り）の新築工事を事前計画の工程どおり行い、
計画どおり完成した。

事業の
新規性
又は

継続の
必要性

２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

事業の
発展性 ２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

実施計画

・体制

当法人理事長を責任者とし、法人職員2名、外部専門家2名、地域住民2名でグループホーム建設検討委員会を設置し、
設計管理者や工事請負業者と密に連絡をとり、順調に建築整備することができた。建築後は、世話人○名（夜間常駐○名）、
管理者、サービス管理責任者の職員体制で、支援に努めている。

採採点点

4

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1．1回
2．1回
3．0回
4．1回

(3)
達成
目標

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

2024年4月 100% 予定どおり2024年3月に施設が完成し、4月開設となった。

4

事業の
成果・
波及

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

7名 8888%% 入居予定であった8名のうち1名が入居前に怪我のため入院となり、入居が延期となった。
5月中に入居する予定である。

3

（（bb））　　総総合合評評価価 総総合合
評評価価点点 4　　●●((aa))  個個別別項項目目のの評評価価かからら実実施施状状況況等等をを振振りり返返りり、、事事業業全全体体をを評評価価ししててくくだだささいい。。

(1) 事前計画
(2/5)記載の「補
助事業の直接的
な目的」を踏まえ
た、事業全体につ

いての
意見・所感

グループホームの新築により、8名の方の住まいの場を確保することができた。今現在の入居者は7名だが、
入居者間のトラブルもなく、落ち着いた生活をし、快適に過ごしている。入居者が、自分の家として安心して楽しく生活し、
地域での共生の一歩を踏み出した。

1．50%
2．100%
3．0%
4．100%

1～4．
上記のうち実施したものについては、競輪の補助金を受けて実施したものである旨を
明示した。今後実施予定のものについても明示する予定である。 3

 (5) 自己評価
の体制

外部有識者2人、地域住民2人、施設関係者2人で構成される評価委員会を５月○日に開催し、自己評価を行った。
法人HP上で一部評価結果の公表を行った。

採採点点

4

(4)
情報
発信

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1．1回
2．1回
3．0回
4．1回

1．50%
2．100%
3．0%
4．100%

1．工事中は掲示を行ったが完成後掲示板を仮撤去したため、今後掲示する予定。
（○月○日頃）
2．法人HPに完成後施設についての案内を掲載した。
3．法人機関誌に完成後の施設について掲載するが、印刷が遅れ
完了報告書提出時までに発行できなかった。（○月発行予定）
4．完成後福祉新聞に掲載した。（△月△日）
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(2) 優れている
点・課題、改善

すべき点
地域にはまだ入居希望者がいるため、2棟目3棟目のグループホーム開設を計画中である。

(3) その他、ア
ピールしたい

点、是非知って
もらいたい点

今回の建築地は、法人事務所と離れている場所であるため、計画当初は建築地周辺の住民との調整が心配されたが、
建設検討委員会等に地域住民の方々が積極的に関わっていただけたことにより、順調に開設するに至った。
今後も地域との交流を続け、良好な関係を保ちたい。

注１

注３

注２

注６

注６

注３

注３

注３

注４

注４

注４

注４

注５

注５

注５

注５

※《注６》

例例２２

※《注４》

例例１１

※斜字部分は記入例です。 
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≪注１≫ 整理番号と補助事業者名を記入してください。 

 

≪注２≫ 自己評価書作成日と作成者名を記入してください。（※作成日は西西暦暦で記入してください） 

 

≪注３≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成値] について 

   事前計画（３／５②）で設定した目標値と同じ単位で実績値を記入してください。 

 

≪注４≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成状況] について 

事前計画（３／５②）で設定した目標値に対する達成値の割合をパパーーセセンンテテーージジでで  

記記入入してください。 

※※達達成成値値がが数数値値化化ででききなないい場場合合ににももパパーーセセンンテテーージジでで記記入入ししててくくだだささいい。。  

例例１１））  

事前計画（３／５②）の目標値が「８名」であり、達成値が「７名」である場合、 

7÷8 ＝ 87.5％ ≒ 「88％」となる。 

※小数点以下は四捨五入してください。 

 

≪注５≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [具体的内容] について 

実績の具体的内容を記入してください。 

また、達成値を数値で表せなかった場合や、やむを得ずスコアリングガイドどおりに採点を 

行わなかった場合等は、その理由を具体的に記入してください。 

 

≪注６≫ [採点] ・ [総合評価点] について 

   P.27、28 のスコアリングガイドをもとに採点してください。 

※事前計画（３／５②）で指標を複数設定した場合は、指標ごとにそれぞれ採点し、それらを 

平均して項目の採点としてください。 

例例２２））  

（４）情報発信 事業の実施結果 [達成状況] 

1. 50％ → １点 

2. 100％ → ４点 

3.  0％ → １点 

4. 100％ → ４点 

（１点＋４点＋１点＋４点）÷４ ＝ ２．５ ≒ ３点 

※割り切れない場合は整数に切り上げてください。 

 

 

※交付誓約時に作成した 事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５①①②②））及及びび（（２２／／５５））

の計画・目標に対し、どれだけ達成できたか自己評価を行っってください。  

「「補補修修」」事業は（１）受益者、（２）事業の新規性・継続の必要性、事業の発展性 

についても１１回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価をを行行っっててくくだだささいい。。 
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事事業業形形態態別別【【事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））】】記記入入例例・・注注意意事事項項  

 ◆◆事事業業形形態態：：  ＥＥ  調調査査・・分分析析・・研研究究開開発発（（研研究究補補助助））    

右ページの注意事項をご確認のうえ、自己評価書（４／５）を記入してください。 

 
  

＜自己評価１回目＞
整理番号 2023M- ○○○ 補助事業者名

○○大学大学院○○工学研
究科　○○　○○○

別別紙紙　　JJKKAA補補助助事事業業　　　　２２００２２３３年年度度　　事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））

○○　○○○

（（aa））　　個個別別項項目目評評価価

　　●●個個別別のの評評価価項項目目ににつついいてて、、事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５  ①①・・②②））４４．．事事前前計計画画　　にに対対すするる達達成成状状況況等等をを把把握握しし、、分分析析・・評評価価ししててくくだだささいい。。

(1) 受益者
（ニーズ） ２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

５．補助事業の自己評価 作成日 2024 年 5 月 25 日 作成者

(2) 事業内容 事前計画のとおり。○○介護時のサポートロボットの試作を計画どおり行うことができた。現在は検証作業に移り、継続中である。

事業の
新規性
又は

継続の
必要性

２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

事業の
発展性 ２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

実施計画

・体制
申請者本人が中心となり、○○准教授及び学生3人の協力体制のもと、計画どおり実施した。

採採点点

4

(3)
達成
目標

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

完成 110000%% 試作機を完成させ、検証作業を進めている。

4

事業の
成果・
波及

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

0件 0% 計画どおり、〇〇〇〇年度中に○○学会秋季大会及び△△学会にて
発表する予定である。

1

 (5) 自己評価
の体制

学内で成果を発表する際に、○○研究室および△△研究室研究員等と評価を行った。結果については○月に○○研究室ブログに掲
載する予定。

採採点点

3

1．1回
2．1回
3．0回

1. 100％
2. 100％
3. 0％

1．〇〇〇〇年○月オープンキャンパス時にパネル展示を行った。
2．研究室Webページに最終報告を掲載した。
3．計画どおり、〇〇〇〇年度中に、○○学会秋季大会及び
△△学会にて発表する予定である。
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［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1. 1回
2. 1回
3. 0回

(4)
情報
発信

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1. 100％
2. 100％
3. 0％

1,2．情報発信時には、ｵｰﾄﾚｰｽの補助金を受けて実施した研究である旨を明示した。
3.  学会発表時にはｵｰﾄﾚｰｽの補助金を受けて実施した研究である
旨を明示する予定である。 3

(2) 優れている
点・課題、改善

すべき点

研究室の一角を検証作業に使用できるよう、レイアウトの変更に時間がかかり、検証作業への移行がスムーズにできなかった。
事前に検証作業も含めて計画を立てるべきであった。

(3) その他、ア
ピールしたい

点、是非知って
もらいたい点

今回は○○の動きをサポートするロボットの研究開発を○○介護に焦点を当て進めてきたが、この機能は、○○分野にも
応用可能であるため、企業の協力が得られたのち、○○分野用ロボットの研究開発を行いたい。

（（bb））　　総総合合評評価価 総総合合
評評価価点点 4　　●●((aa))  個個別別項項目目のの評評価価かからら実実施施状状況況等等をを振振りり返返りり、、事事業業全全体体をを評評価価ししててくくだだささいい。。

(1) 事前計画
(2/5)記載の「補
助事業の直接的
な目的」を踏まえ
た、事業全体につ

いての
意見・所感

これまでの○○の動きをサポートするロボットの研究開発を基に、福祉事業の分野において実用化の可能性を見出せるよう、
計画を立てていたが、無事検証作業にたどり着き、実用化の可能性が高まった。非常に有意義な研究であった。

注１

注３

注２

注６

注６

注３

注３

注３

注４

注４

注４

注４

注５

注５

注５

注５

※《注４》

例例１１

※《注６》

例例２２

※斜字部分は記入例です。 
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≪注１≫ 整理番号と補助事業者名を記入してください。 

 

≪注２≫ 自己評価書作成日と作成者名を記入してください。（※作成日は西西暦暦で記入してください） 

 

≪注３≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成値] について 

   事前計画（３／５②）で設定した目標値と同じ単位で実績値を記入してください。 

 

≪注４≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成状況] について 

事前計画（３／５②）で設定した目標値に対する達成値の割合をパパーーセセンンテテーージジでで  

記記入入してください。 

※※達達成成値値がが数数値値化化ででききなないい場場合合ににももパパーーセセンンテテーージジでで記記入入ししててくくだだささいい。。  

例例１１））  

事前計画（３／５②）の目標値を「完成」と設定し、達成値も「完成」である場

合、数値で表されていないが、計画どおり達成できたため「100％」となる。 

 

≪注５≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [具体的内容] について 

実績の具体的内容を記入してください。 

また、達成値を数値で表せなかった場合や、やむを得ずスコアリングガイドどおりに 

採点を行わなかった場合等は、その理由を具体的に記入してください。 

 

≪注６≫ [採点] ・ [総合評価点] について 

   P.27、28 のスコアリングガイドをもとに採点してください。 

※事前計画（３／５②）で指標を複数設定した場合は、指標ごとにそれぞれ採点し、それらを 

平均して項目の採点としてください。 

例例２２））  

（４）情報発信 事業の実施結果 [達成状況] 

1. 100％ → ４点 

2. 100％ → ４点 

3.  0％ → １点 

（４点＋４点＋１点）÷３ ＝ ３点 

※割り切れない場合は整数に切り上げてください。 

 

 

※交付誓約時に作成した 事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５①①②②））及及びび（（２２／／５５））の

計画・目標に対し、どれだけの達成ができたか自己評価を行ってください。  
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事事業業形形態態別別【【事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））】】記記入入例例・・注注意意事事項項  

  ◆◆事事業業形形態態：：  ＥＥ  調調査査・・分分析析・・研研究究開開発発    

右ページの注意事項をご確認のうえ、自己評価書（４／５）を記入してください。 

 

＜自己評価１回目＞ /

○○における○○の安全性ガイドラ
イン策定事業

整理番号 2023M- ○○○ 補助事業者名 （一社）○○○○センター 事業項目名

(2) 優れている
点・課題、改善

すべき点

○○機器の安全・安心に関する調査研究委員会を専門性の高いメンバーで構成できたことにより、業界初の○○機器の
安全性向上のためのガイドラインを策定することができた。

(3) その他、ア
ピールしたい

点、是非知って
もらいたい点

業界初の○○機器の安全性向上のためのガイドラインを策定することができ、○○学会から特に高い評価を得た。

（（bb））　　総総合合評評価価 総総合合
評評価価点点 4　　●●((aa))  個個別別項項目目のの評評価価かからら実実施施状状況況等等をを振振りり返返りり、、事事業業全全体体をを評評価価ししててくくだだささいい。。

(1) 事前計画
(2/5)記載の「補
助事業の直接的
な目的」を踏まえ
た、事業全体につ

いての
意見・所感

○○機器の安全・安心に関する調査研究委員会において、調査分析がスムーズに行われ、○○機械産業の○○分野における、
○○時の○○機器の安全性向上のためのガイドラインを策定することができた。今後はガイドラインの周知徹底を進め、
さらなる安全な生産システムの○○を図りたい。

1．100％
2．100％
3．67％

1～3．
上記の情報発信時には、常に競輪の補助金による事業であることを明示した。

3

 (5) 自己評価
の体制

外部専門家（○名）、法人役員（○名）、実施責任者（１名）等による委員会を○月○日開催し、自己評価を実施。
自己評価結果は当会ＨＰにて一部公表済み。

採採点点

4

(4)
情報
発信

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1．1回
2．1回
3．2回

1．100％
2．100％
3．67％

1．事業について本財団機関誌（○月号）に掲載した。
2．本財団Webページを訪れた全ての人が報告書を閲覧可能となるよう、調査結果及び報告
書を掲載した。
3．国内会議にて2回報告済。今後△月にも報告予定。

3

競輪・ｵｰ
ﾄﾚｰｽ補
助金によ
る事業で
あること

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1．1回
2．1回
3．2回

(3)
達成
目標

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1．2,680冊
2．2回

1．89%
2．100%

1．調査報告書を調査報告会参加者や協会の会員企業等に配布。
2．ガイドライン策定後、○月○日及び○日の2回開催。

44

事業の
成果・
波及

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

月平均7件減少 4411%% ガイドライン策定後、○月○日までに○件の事故があった。〇〇〇○年度月平均と比較し月
平均10件となり7件減少したが、目標達成できなかった。ガイドラインの普及促進とともに、事
故件数は減少していくため、年内に目標達成できるよう、今後はガイドラインの
普及促進に努める。

1

(2) 事業内容
○○関係者に対するアンケート調査は全４回行う予定であったが、３回で全ての調査を行うことができた。他は計画どおり事業を
実施し、ガイドラインを策定することができた。

事業の
新規性
又は

継続の
必要性

多種多様な○○機械産業用機器がある中、本事業では○○分野における○○機器の安全性向上のためのガイドラインの
策定を行うことができた。

採採点点

4

事業の
発展性 ２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

実施計画

・体制
計画どおり、学識経験者、○○機械設備製造業者、○○機器製造業者、並びに使用者（計10名)で構成される○○機器の
安全・安心に関する調査研究委員会を開催し、調査報告会を2回行った。

採採点点

4

項番 1
総事業
項目数

2

作成者 ○○　○○○

（（aa））　　個個別別項項目目評評価価

　　●●個個別別のの評評価価項項目目ににつついいてて、、事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５  ①①・・②②））４４．．事事前前計計画画　　にに対対すするる達達成成状状況況等等をを把把握握しし、、分分析析・・評評価価ししててくくだだささいい。。

(1) 受益者
（ニーズ）

近年利用者が増加している、○○機械産業の○○機器についての使用時の安全性向上のためのガイドラインが確立された。
調査報告会には○社の企業が参加した。

採採点点

4

別別紙紙　　JJKKAA補補助助事事業業　　　　２２００２２３３度度　　事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））

５．補助事業の自己評価 作成日 2024 年 5 月 25 日

注１

注２

注３

注７

注７

注４

注４

注４

注４

注５

注５

注５

注５

注６

注６

注６

注６

※《注５》

例例１１

※《注７》

例例２２

※斜字部分は記入例です。 
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≪注１≫ 項番、総事業項目数を記入してください。 

 

 

≪注２≫ 整理番号、補助事業者名、事業項目名を記入してください。 

 

≪注３≫ 自己評価書作成日と作成者名を記入してください。（※作成日は西西暦暦で記入してください） 

 

≪注４≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成値] について 

   事前計画（３／５②）で設定した目標値と同じ単位で実績値を記入してください。 

 

≪注５≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成状況] について 

事前計画（３／５②）で設定した目標値に対する達成値の割合をパパーーセセンンテテーージジでで  

記記入入してください。 

※※達達成成値値がが数数値値化化ででききなないい場場合合ににももパパーーセセンンテテーージジでで記記入入ししててくくだだささいい。。  

例例１１））  

事前計画（３／５②）の目標値が「17 件減少」であり、達成値が「７件減少」である場合、 

7÷17 ＝ 41.1…％ ≒ 「41％」となる。 

※小数点以下は四捨五入してください。 

 

≪注６≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [具体的内容] について 

実績の具体的内容を記入してください。 

また、達成値を数値で表せなかった場合や、やむを得ずスコアリングガイドどおりに採点を 

行わなかった場合等は、その理由を具体的に記入してください。 

 

≪注７≫ [採点] ・ [総合評価点] について 

   P.27、28 のスコアリングガイドをもとに採点してください。 

※事前計画（３／５②）で指標を複数設定した場合は、指標ごとにそれぞれ採点し、それらを 

平均して項目の採点としてください。 

例例２２））  

（３）達成目標 事業の実施結果 [達成状況] 

1. 89％ → ３点 

2. 100％ → ４点 

（３点＋４点）÷２ ＝ ３．５ ≒ ４点 

※割り切れない場合は整数に切り上げてください。 

 

※交付誓約時に作成した  事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５①①②②））及及びび（（２２／／５５））の

計画・目標に対し、どれだけの達成ができたか自己評価を行ってください。 

－ 18 －



事事業業形形態態別別【【事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））】】記記入入例例・・注注意意事事項項  

  ◆◆事事業業形形態態：：  ＦＦ  イイベベンントト開開催催    

右ページの注意事項をご確認のうえ、自己評価書（４／５）を記入してください。 
 

 
 

 

＜自己評価１回目＞ /項番 1
総事業
項目数 2

整理番号 2023P- ○○○ 補助事業者名 (公財) ○○○○協会 事業項目名

作成者 ○○　○○○

（（aa））　　個個別別項項目目評評価価

　　●●個個別別のの評評価価項項目目ににつついいてて、、事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５  ①①・・②②））４４．．事事前前計計画画　　にに対対すするる達達成成状状況況等等をを把把握握しし、、分分析析・・評評価価ししててくくだだささいい。。

(1) 受益者
（ニーズ）

全国の〇〇〇施設から、○○○専門職の○○○○○士や○○○指導員等が講習会に参加し、好評であった。

採採点点

4

○○○○講習会の開催

別別紙紙　　JJKKAA補補助助事事業業　　　　２２００２２３３年年度度　　事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））

５．補助事業の自己評価 作成日 2024 年 3 月 2 日

(2) 事業内容

講習会のテキストを作成し、以下のとおり、○○専門の講師による○○○○講習会を「〇〇〇〇」をテーマとして開催した。
仙台…○○○会館（〇〇年9月12・13日、10月13・14日）　　東京…○○○センター（〇〇年11月17・18日、11月29・30日）
名古屋…○○○大学（〇〇年9月8・9日、12月12・13日）　広島…○○○ビル（〇〇年10月20・21日、〇〇年1月16・17日）
福岡…○○○大学（〇〇年12月5・6日、〇〇年1月12・13日）

事業の
新規性
又は

継続の
必要性

今年度も講習会を開催したことにより、法改正による新制度の導入等、新しい有益な情報を確認・共有することができた。

採採点点

4

事業の
発展性 ２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

実施計画

・体制

5月～8月に、当法人事務局と○○○大学とで連携し、講習会の講師となる○○○専門家3名も含めたメンバー10名で、
〇〇年度○○○○講習会準備委員会を設置し、講習会の内容の検討等を行い、講習会のテキストを作成した。
講習会当日は、全会場において当法人事務局スタッフ4名及び学生ボランティア4名で対応した。

採採点点

4

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1．2回
2．2回
3．10回

(3)
達成
目標

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1回平均31人 110033%% 仙台1回目28人、2回目31人、東京1回目36人、2回目32人、名古屋1回目34人、2回目30人、
広島1回目26人、2回目30人、福岡1回目33人、2回目31人、計311人の参加があった。

4

事業の
成果・
波及

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

85% 106% 各講習会終了後、参加者に対し、アンケートを行い、参加者の85%が講習会の内容に満足し
たと回答。(アンケート回収率86.2%)

4

（（bb））　　総総合合評評価価 総総合合
評評価価点点 4　　●●((aa))  個個別別項項目目のの評評価価かからら実実施施状状況況等等をを振振りり返返りり、、事事業業全全体体をを評評価価ししててくくだだささいい。。

(1) 事前計画
(2/5)記載の「補
助事業の直接的
な目的」を踏まえ
た、事業全体につ

いての
意見・所感

全国の〇〇〇施設から、○○○専門職の○○○○○士や○○○指導員等が講習会に参加し、アンケートでは参加者○名（○%）が、
「最新情報を学ぶことができた」と回答しており、知識や技術の専門性の向上が図られた。受講者が○○○○施設に戻り、
参加できなかった職員等に伝授することにより、今後の地域や施設における〇〇〇〇が期待できる。

1．100％
2．100％
3．91％

1～3.
上記の全てで、当該事業は競輪の補助金を受けて実施したものである旨を明記した。

4

 (5) 自己評価
の体制

予定どおり評価委員会を開催し、評価を行った。（「評価過程の記録」として添付した議事録参照）。
報告書については、次年度５月に発行予定。

採採点点

4

(4)
情報
発信

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

1．2回
2．2回
3．10回

1．100％
2．100％
3．91％

1.講習会開催前、7月に参加者募集の告知をし全10回終了後2月に結果を掲載した。
2.講習会開催前、7月に参加者募集の告知をし全10回終了後2月に結果を掲載した。
3.講習会開催前、7月に参加者募集の告知を掲載し、9回分は掲載済であるが、
残り1回についてはWebページの改修に合わせて掲載することになり、
3月掲載予定。

44

競輪・ｵｰ
ﾄﾚｰｽ補
助金によ
る事業で
あること

(2) 優れている
点・課題、改善

すべき点
次回は講習会終了後のアンケートの回収率をもっと上げられるよう、回収方法の改善を試みる。

(3) その他、ア
ピールしたい

点、是非知って
もらいたい点

委員会を設置し作成した〇〇年度のテキストは、法改正による新制度導入が中心にまとめられていることから、
△△△△の専門家からも△△△△の分野においても活用できるとのことで問い合わせがあり、100冊増刷し、
△△△△の専門家の養成に活用されることとなった。

注１

注２

注３

注７

注７

注４

注４

注４

注４

注５

注５

注５

注５

注６

注６

注６

注６

※《注５》

例例１１

※《注７》

例例２２

※斜字部分は記入例です。 
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≪注１≫ 項番、総事業項目数を記入してください。 

 

≪注２≫ 整理番号、補助事業者名、事業項目名を記入してください。 

 

≪注３≫ 自己評価書作成日と作成者名を記入してください。（※作成日は西西暦暦で記入してください） 

 

≪注４≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成値] について 

   事前計画（３／５②）で設定した目標値と同じ単位で実績値を記入してください。 

 

≪注５≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成状況] について 

事前計画（３／５②）で設定した目標値に対する達成値の割合をパパーーセセンンテテーージジでで  

記記入入してください。 

※※達達成成値値がが数数値値化化ででききなないい場場合合ににももパパーーセセンンテテーージジでで記記入入ししててくくだだささいい。。  

例例１１））  

事前計画（３／５②）の目標値が「30 人」であり、達成値が「31 人」である場合、 

31÷30 ＝ 103.3…％ ≒ 「103％」 となる。 

※小数点以下は四捨五入してください。 

 

≪注６≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [具体的内容] について 

実績の具体的内容を記入してください。 

また、達成値を数値で表せなかった場合や、やむを得ずスコアリングガイドどおりに採点を 

行わなかった場合等は、その理由を具体的に記入してください。 

 

≪注７≫ [採点] ・ [総合評価点] について 

   P.27、28 のスコアリングガイドをもとに採点してください。 

※事前計画（３／５②）で指標を複数設定した場合は、指標ごとにそれぞれ採点し、 

それらを平均して項目の採点としてください。 

例例２２））  

（４）情報発信 事業の実施結果 [達成状況] 

1. 100％ → ４点 

2. 100％ → ４点 

3. 91％ → ３点 

（４点＋４点＋３点）÷３ ＝ ３．６… ≒ ４点 

※割り切れない場合は整数に切り上げてください。 

 

※交付誓約時に作成した  事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５①①②②））及及びび（（２２／／５５））の

計画・目標に対し、どれだけの達成ができたか自己評価を行ってください。 
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事事業業形形態態別別【【事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））】】記記入入例例・・注注意意事事項項  

  ◆◆事事業業形形態態：：  ＧＧ  事事業業・・ササーービビスス    

右ページの注意事項をご確認のうえ、自己評価書（４／５）を記入してください。 
  

※斜字部分は記入例です。 
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≪注１≫ 項番、総事業項目数を記入してください。 

 

≪注２≫ 整理番号、補助事業者名、事業項目名を記入してください。 

 

≪注３≫ 自己評価書作成日と作成者名を記入してください。（※作成日は西西暦暦で記入してください） 

 

≪注４≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成値] について 

   事前計画（３／５②）で設定した目標値と同じ単位で実績値を記入してください。 

 

≪注５≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [達成状況] について 

事前計画（３／５②）で設定した目標値に対する達成値の割合をパパーーセセンンテテーージジでで  

記記入入してください。 

※※達達成成値値がが数数値値化化ででききなないい場場合合ににももパパーーセセンンテテーージジでで記記入入ししててくくだだささいい。。  

例例１１））  

事前計画（３／５②）の目標値が「36,000 冊」であり、達成値が「36,200 冊」である場合、

36,200 ÷ 36,000 ＝ 100.5…％ ≒ 「101％」となる。 

※小数点以下は四捨五入してください。 

 

≪注６≫ （３）達成目標、（４）情報発信の [具体的内容] について 

実績の具体的内容を記入してください。 

また、達成値を数値で表せなかった場合や、やむを得ずスコアリングガイドどおりに 

採点を行わなかった場合等は、その理由を具体的に記入してください。 

 

≪注７≫ [採点] ・ [総合評価点] について 

   P.27、28 のスコアリングガイドをもとに採点してください。 

※事前計画（３／５②）で指標を複数設定した場合は、指標ごとにそれぞれ採点し、それらを 

平均して項目の採点としてください。 

例例２２））  

（３）達成目標 事業の実施結果 [達成状況] 

1. 101％ → ４点 

2. 33％ → １点 

（４点＋１点）÷２ ＝ ２．５ ≒ ３点 

※割り切れない場合は整数に切り上げてください。 

 

 

※交付誓約時に作成した  事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５①①②②））及及びび（（２２／／５５））の

計画・目標に対し、どれだけの達成ができたか自己評価を行ってください。 
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【【事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（５５／／５５））】】事事業業のの促促進進・・阻阻害害要要因因のの自自己己分分析析  記記入入例例・・注注意意事事項項  

 
右ページの注意事項をご確認のうえ、自己評価書（５／５）を記入してください。 

 
  

※斜字部分は記入例です。 
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≪注１≫ 項番／総事業項目数、整理番号、補助事業者名、事業項目名 
     については、事前計画／自己評価書（４／５）に入力すると自動的に反映されます。 
 
≪注２≫ 該当する要因分類セルのプルダウンから「＊」を選択してください。 
 
 
 
 
作作成成のの注注意意事事項項  

 
・１回目の自己評価時に実施してください。 
 
・事業の目標達成を促促進進した要因がある場合は、「要因分類」（1）～（15）のうち、該当する

要因の「促進」欄に「＊」を印し、その要因の具体的な内容を a．欄に記入してください。

その際、選択した要因分類番号（1）～（15）を文頭に付してください。促進した要因につ

いては、b．欄への記入は不要です。 
 
・事業の目標達成を阻阻害害した要因がある場合は、「要因分類」（1）～（15）のうち、該当する

要因の「阻害」欄に「＊」を印し、その要因の具体的な内容を a．欄に、阻害要因への対

応あるいは今後この分析結果をどう活かすかを b．欄にそれぞれ記入してください。その

際、選択した要因分類番号（1）～（15）を文頭に付してください。 
 
・促進及び阻害要因がひひととつつももなないい場場合合は、（16）特になし の欄に「＊」を印してください。 
 
 
※ 該当しない要因については記入不要です。 
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２２．．  自自己己評評価価書書（（２２回回目目））記記入入ににああたたっってて  

 
 
・事業から一定期間経過後に２回目の自己評価を行ってください。 
 実施・提出時期は事業分野ごとに異なります。（詳細は P.6） 
 
・２回目の自己評価の様式は、本財団補助事業ホームページからダウンロードしてください。

様式は事業分野ごとに異なります。また、同一事業分野でも様式が複数ある場合がありま

すので、該当する様式をダウンロードするよう、注意してください。 
 
・様式のダウンロード可能時期は、P.6 の【評価・提出時期】のおおよそ１～２ヶ月前から

を予定しています。 
 
・自己評価書提出の際は、評価過程の記録とともに、下記アドレスへＥメール添付にて送信

してください。 
 
 
 
 
 
 

 

 

【２回目自己評価の評価事項について】 

 
 ◆１回目自己評価様式「事前計画／自己評価書（４／５）」の【２回目の自己評価時に評

価してください】の項目について、１回目同様、交付誓約時に作成した「事前計画／ 
自己評価書（２／５～３／５）」の事前計画を振り返り、自己評価を行ってください。 

 
 ◆福祉車両、公設[機械設備]、検診車、医療機器、福祉機器、建築（補修除く）に 

ついては車両や機器、施設の利用状況を伺いますので、利用開始日以降の利利用用状状況況をを  

確確認認しておいてください。（※詳細は右ページを確認してください。） 
 
◆その他、当該事業についてのメディア紹介例、今後の予定（事業の継続等）や 

事業分野をとりまく状況や課題等をお伺いします。 
 

※上記以外にも、事業分野ごとに別途お伺いする内容がありますので、様式を確認の 
うえ、記入してください。 

 
  

※※送送信信先先  補助事業統括課 ２０２３年度補助事業評価担当 

《メールアドレス》 

● 機 械 振 興 補 助 事 業 ・・・ m2023hyoka@keirin-autorace.or.jp 
● 公益事業振興補助事業 ・・・ p2023hyoka@keirin-autorace.or.jp 
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【利用状況について】 

 
福祉車両、公設[機械設備]、検診車、医療機器、福祉機器、建築（補修除く）については 
それぞれ以下の事項について、月ごとの利用状況を確認してください。 

事事業業分分野野  確確認認事事項項  

福祉車両 

移送車１～４ 
運行日数、利用者数（※1）、利用回数（※2）、運行距離 

※1 運転手や介助者は含まない延べ人数 
※2 送迎は往路・復路それぞれで１回と数える（１往復で２回） 

訪問入浴車 
運行日数、利用者数（※3）、運行距離 

※3 サービス受益者の延べ人数 

公設[機械設備] 

稼働日数、依頼試験・依頼分析件数、技術指導件数、 
試験設備貸出の利用件数・利用時間、受託研究・共同研究件数、 
その他利用件数 

検診車 

稼働日数、巡回先数（※4）、受診者数（※4）、障害者受診者数（※4）、

運行距離 
 ※4 延べ数 

医療機器 稼働日数、利用回数、主な利用内容 

福祉機器 

介護・ 

リハビリ機器 稼働日数、利用回数 
特殊浴槽 

授産機器 稼働日数 

建築 

（※主な施設） 

更生保護施設 

宿泊供与人数 延べ人数、実人員 
【内訳：委託保護（援護等、更生緊急保護）、任意保護】 

食事給与人数 延べ人数、実人員 
【内訳：委託保護（援護等、更生緊急保護）、任意保護】 

障害者地域 

活動拠点施設 

地域活動支援センターの延べ利用者数、稼働日数 
障害者が自ら行う地域活動での施設の延べ利用者数、活動日数 

障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾎｰﾑ 
入居者数 

就労支援施設 
延べ利用者数、稼働日数 
[ 店舗併設の場合 ] 店舗の延べ来客数、店舗営業日数 

 
※建築については、主な施設のみ記載しています。 

※上記一覧の内容については、今後変更になる可能性もありますので、その旨ご了承ください。 
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（様式見本）      事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（１１／／５５））～～（（５５／／５５）） 
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22..決決定定事事業業

年

年

年

年

33..補補助助事事業業実実施施のの必必要要性性((意意義義))

((11))補補助助事事業業がが最最終終的的にに目目指指すすこことと

((22))補補助助事事業業のの直直接接的的なな目目的的

事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（２２//５５））年年度度別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業

当該事業に関し、他の団体に対する補助申請
又は補助申請予定の有無

団体名称

事業項目名

計画年数

事業形態

総事業項目数項番

事業区分のチェックポイントに

沿っていない場合の理由

（沿っている場合は空欄）

事業コード

総計画年数

公益目的事業情報

種
類

円 補助率

事
業
区
分

委託事業
の有無

委託想定先

アピールポイント

1

円
委託調査
の有無

円

委
託
比
率

委
託
比
率

%

補補助助事事業業がが最最終終的的にに目目指指すすこことと((社社会会的的課課題題のの改改善善、、解解消消、、解解決決等等))

社会的
課題の
現状

目指す
姿

補補助助事事業業のの直直接接的的なな目目的的

2 3

%

補助金
交付決定額

補助事業名

要望履歴

種
別 継続

要望
中
断

事業費総額

複数年
度要望

円
補助対象
経費総額

計画開始年度

経過年数

　社会的課題の現状と、この補助事業が最終的に目指す姿(課題が改善、解消、解決等された社会等の状況)を記入してください。

　補助事業の結果(アウトプット)、成果(アウトカム)の直接的な効果により、達成を目指す、補助事業の直接的な目的を記入し
てください。

○補助事業実施の必要性を目指す社会的課題及び受益者(ニーズ)との関係で整理してください。
　補助事業の結果(アウトプット)・成果(アウトカム)により、(2)の補助事業の直接的な目的を達成し、最終的には、社会的課題
が改善、解消、解決された社会等の状況「目指す姿」の「実現(1)の補助事業が最終的に目指すこと]を図ります。

作成者作成日

 

11 ..決決 定定 事事 業業 者者

フリ

ガナ

〒

法人格取得

FAX
代表

担当者

事
務
担
当
者

特記事項

ホーム
ページ

代表者
氏名

(役職名)

E-mail

代表

担当者

団体の使
命・目的

これまで
の主な活
動内容

事業の実施
責任者の主
な経歴・業
績(研究補助
は別記入)

所属部署
(役職名)

事事 前前 計計 画画 //自自 己己 評評 価価 書書 （（ １１ //５５ ））年年 度度別別 紙紙 　　 ＪＪ ＫＫ ＡＡ 補補 助助 事事 業業

法人格
設立

JKA使用欄

フリ
ガナ

氏名

電話
代表

担当者

過去のJKA補助実績

過去5年間のJKA補助実績

い
つ
か
ら

フリ
ガナ

住所

名称

 

/

22..決決定定事事業業

年

年

年

年

33..補補助助事事業業実実施施のの必必要要性性((意意義義))

((11))補補助助 事事業業がが 最最終終的的 にに目目指指 すすこことと

((22))補補助助 事事業業のの 直直接接的的 なな目目的的

事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（２２//５５））年年度度別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業

当該事業に関し、他の団体に対する補助申請
又は補助申請予定の有無

団体名称

事業項目名

計画年数

事業形態

総事業項目数項番

事業区分のチェックポイントに
沿っていない場合の理由

（沿っている場合は空欄）

事業コード

総計画年数

公益目的事業情報

種
類

円 補助率

事
業
区
分

委託事業
の有無

委託想定先

アピールポイント

1

円
委託調査
の有無

円

委
託
比
率

委
託
比
率

%

補補助助事事 業業がが最最 終終的的にに 目目指指すす こことと ((社社 会会的的課課 題題のの改改 善善、、解解 消消、、解解 決決等等 ))

社会的
課題の
現状

目指す
姿

補補助助事事 業業のの直直 接接的的なな 目目的的

2 3

%

補助金
交付決定額

補助事業名

要望履歴

種
別 継続

要望
中
断

事業費総額

複数年
度要望

円
補助対象
経費総額

計画開始年度

経過年数

　社会的課題の現状と、この補助事業が最終的に目指す姿(課題が改善、解消、解決等された社会等の状況)を記入してください。

　補助事業の結果(アウトプット)、成果(アウトカム)の直接的な効果により、達成を目指す、補助事業の直接的な目的を記入し
てください。

○補助事業実施の必要性を目指す社会的課題及び受益者(ニーズ)との関係で整理してください。
　補助事業の結果(アウトプット)・成果(アウトカム)により、(2)の補助事業の直接的な目的を達成し、最終的には、社会的課題
が改善、解消、解決された社会等の状況「目指す姿」の「実現(1)の補助事業が最終的に目指すこと]を図ります。

作成者作成日

（１／５） １．申請事業者 
２．申請事業       
３．補助事業実施の必要性 

（３／５①） 

（２／５） 

４．補助事業の事前計画 （３／５②） ４．補助事業の事前計画 

44..補補助助事事業業のの事事前前計計画画

事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（３３//５５　　②②））別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業 　　年年度度

事業の
成果・
波及

補
助
事
業
の
結
果
・
成
果
に
よ
り
、

補
助
事
業
の
目
的
達
成
を
図
り
ま
す
。

[目標値] [具体的内容]

事業の
実施
結果

競輪・
オート
レース
補助金
による
事業で
あるこ
と

事
業
終
了
後
に
自
己
評
価

(

４
／
５
～

５
／
５

)

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

補補助助事事業業

(3)
達成
目標

[指標] [目標値] [具体的内容]

事業の
実施
結果

(5)自己評価
の体制

(4)
情報
発信

[指標]

44..補補助助事事業業のの事事前前計計画画

[ ]

(1)受益者
（ニーズ）

事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（３３//５５　　①①））別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業 　　　　年年度度

補
助
事
業
の
結
果
・
成
果
に
よ
り
、

補
助
事
業
の
目
的
達
成
を
図
り
ま
す
。

事
業
終
了
後
に
自
己
評
価

(

４
／
５
～

５
／
５

)

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

補補助助事事業業

(2)事業内容

実施体制

事業の新規性
または

継続の必要性

事業の発展性

実施
計画 実施

場所

予算
等 【スケジュール】別添1：補助事業の概要のとおり　【予算】事業経費比較表のとおり

【事業の完了時期】
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（４／５） 

（３／５①） 

（別添2）

44..補補助助事事業業のの事事前前計計画画（（計計画画変変更更後後））

補補助助事事業業者者名名

計計画画変変更更用用

項項番番 整整理理番番号号 22001177PP--○○○○○○
補補 助助

事事 業業 名名

事事 業業

項項 目目 名名

総総 事事 業業

項項 目目 数数

[指標] [目標値] [具体的内容]

事
業
終
了
後
に
自
己
評
価

(

４
／
５
～

５
／
５

)

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

[具体的内容]

別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業 平平成成2299年年度度 事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（３３//５５　　②②））

補
助
事
業
の
結
果
・
成
果
に
よ
り
、

補
助
事
業
の
目
的
達
成
を
図
り
ま
す
。

補補助助事事業業　　（（交交付付申申請請時時のの事事前前計計画画かかららのの変変更更箇箇所所をを記記入入））

(3)
達成
目標

(4)
情報
発信

事業の
実施

結果

事業の

成果・
波及

事業の

実施

結果

競輪・
オート

レース

補助金
による

事業で

ある
こと

(5)自己評価の
体制

[目標値][指標]

４．補助事業の事前計画（計画変更後） 

５．補助事業の自己評価 

（３／５②） ４．補助事業の事前計画（計画変更後） 

（５／５） 

（（計計画画変変更更時時にに作作成成））    計計画画変変更更用用  

５．補助事業の自己評価 

＜自己評価１回目＞ /

補助事業者名整理番号

別別紙紙　　JJKKAA補補助助事事業業　　　　          年年度度　　事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（４４／／５５））

項番
総事業
項目数

事業項目名

(1) 事前計画
(2/5)記載の「補
助事業の直接
的な目的」を踏
まえた、事業全
体についての
意見・所感

採採点点

事業の
成果・
波及

［達成値］ ［達成状況］

事業の
発展性 ２２回回目目のの自自己己評評価価時時にに評評価価ししててくくだだささいい。。（（評評価価様様式式はは別別用用紙紙ににななりりまますす。。））

採採点点

事業の新
規性また
は継続の
必要性

採採点点

［具体的内容］ 採採点点

競輪・ｵｰ
ﾄﾚｰｽ補
助金によ
る事業で
あること

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採採点点

採採点点

（（bb））　　総総合合評評価価 総総合合
評評価価点点　　●●((aa))  個個別別項項目目のの評評価価かからら実実施施状状況況等等をを振振りり返返りり、、事事業業全全体体をを評評価価ししててくくだだささいい。。

(2) 優れている
点・課題、改善

すべき点

(3) その他、ア
ピールしたい

点、是非知って
もらいたい点

 (5) 自己評価の
体制

(4)
情報
発信

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］

(2) 事業内容

月 日 作成者５．補助事業の自己評価 作成日 年

（（aa））　　個個別別項項目目評評価価

　　●●個個別別のの評評価価項項目目ににつついいてて、、事事前前計計画画／／自自己己評評価価書書（（３３／／５５  ①①・・②②））４４．．事事前前計計画画　　にに対対すするる達達成成状状況況等等をを把把握握しし、、分分析析・・評評価価ししててくくだだささいい

(1) 受益者
（ニーズ）

採採点点

(3)
達成
目標

採採点点

実施計画
・体制

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］

［具体的内容］ 採採点点

（別添2）

44..補補助助事事業業のの事事前前計計画画（（計計画画変変更更後後））

[ ]予算
等

実施
場所

【事業の完了時期】

【スケジュール】別添1：補助事業の概要のとおり　【予算】事業経費比較表のとおり

    年年度度

　年　月　日

事
業
終
了
後
に
自
己
評
価

(

４
／
５
～

５
／
５

)

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

実施体制

別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業

補
助
事
業
の
結
果
・
成
果
に
よ
り
、

補
助
事
業
の
目
的
達
成
を
図
り
ま
す
。

補補助助事事業業　　（（交交付付誓誓約約時時のの事事前前計計画画かかららのの変変更更箇箇所所をを記記入入））

(1)受益者
（ニーズ）

(2)事業内容

事業の新規性
または

継続の必要性

事業の発展性

実施
計画

事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（３３//５５　　①①）） 計計画画変変更更用用

事事業業

項項目目名名

項項番番

総総事事業業

項項目目数数

整整理理番番号号

補補助助事事業業者者名名

補補助助

事事業業名名

（別添2）

44..補補助助事事業業のの事事前前計計画画（（計計画画変変更更後後））

補
助
事
業
の
結
果
・
成
果
に
よ
り
、

補
助
事
業
の
目
的
達
成
を
図
り
ま
す
。

補補助助事事業業　　（（交交付付誓誓約約時時のの事事前前計計画画かかららのの変変更更箇箇所所をを記記入入））

(3)
達成
目標

(4)
情報
発信

事業の
実施
結果

事業の
成果・
波及

事業の
実施
結果

競輪・
オート
レース
補助金
による
事業で
ある
こと

(5)自己評価
の体制

[目標値][指標]

[指標] [目標値] [具体的内容]

事
業
終
了
後
に
自
己
評
価

(

４
／
５
～

５
／
５

)

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

[具体的内容]

別別紙紙　　ＪＪＫＫＡＡ補補助助事事業業         年年度度 事事前前計計画画//自自己己評評価価書書（（３３//５５　　②②））

補補助助事事業業者者名名

計計画画変変更更用用

項項番番 整整理理番番号号
補補助助

事事業業名名

事事業業

項項目目名名

総総事事業業

項項目目数数

－ 30 －



  
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

 

 

〒108-8206 東京都港区港南一丁目2番70号 

品川シーズンテラス25階 

［補助事業部］補助事業統括課（評価担当） 

TEL：03 - 4226 - 3505 
問い合わせ時間 平日の09時30分 から 12時まで 

  13時 から 17時30分まで 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

公益財団法人 ＪＫＡ 

ＪＫＡ補助事業ホームページアドレス 

https://hojo.keirin-autorace.or.jp 


